
目
　
　
　
　
　
次

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

平成15年 9月 9日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1503号

告
　
示

◯
町
及
び
字
の
区
域
並
び
に
そ
の
名
称
の
変
更
（
七
一
六
、
七
一
七
・
市
町
村
課
）
…
…
…
…
…
１

◯
結
核
予
防
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退
（
七
一
八
・
湯
沢
保
健
所
）
…
…
…
…
…
７

◯
結
核
予
防
法
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定
（
七
一
九
・
湯
沢
保
健
所
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

◯
飼
料
の
試
験
の
結
果
の
概
要
の
公
表
（
七
二
〇
、
七
二
一
・
農
畜
産
振
興
課
）
…
…
…
…
…
…
７

◯
漁
業
災
害
補
償
法
に
よ
る
付
保
義
務
の
発
生
（
七
二
二
・
水
産
漁
港
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
11

◯
保
安
林
の
指
定
解
除
予
定
通
知
（
七
二
三
・
森
林
整
備
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11

◯
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
述
べ
た
意
見
（
七
二
四
〜
七
二
六
・
商
工
業
振
興
課
）
…
…
11

◯
都
市
計
画
の
変
更
予
定
及
び
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
（
七
二
七
〜
七
二
九
・
都
市
計
画
課
）
…
12

◯
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
係
る
公
聴
会
の
開
催
（
七
三
〇
・
都
市
計
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
14

◯
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
作
成
及
び
説
明
会
の
開
催
（
七
三
一
・
都
市
計
画
課
）
…
…
…
…
…
14

◯
都
市
計
画
の
変
更
に
よ
る
送
付
図
書
の
縦
覧
（
七
三
二
・
都
市
計
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
15

◯
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
（
七
三
三
・
砂
防
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

公
　
告

◯
特
定
調
達
契
約
に
係
る
落
札
者
の
決
定
（
管
財
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

秋
田
県
告
示
第
七
百
十
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
秋

田
市
の
区
域
内
の
別
図
（一）
に
示
す
町
及
び
字
の
区
域
並
び
に
そ
の
名
称
を
別
図
（二）
に
示
す
と
お
り
変

更
す
る
旨
同
市
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
変
更
の
処
分
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

１

告
　
　
　
　
　
　
示

ペ
ー
ジ
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２

別図（一）

（
土
崎
港
穀
保
町
）
 

（
土
崎
港
南
一
丁
目
）
 

（
寺
内
字
後
城
）
 

（
寺
内
字
焼
山
）
 

（
寺
内
字
大
小
路
）
 

（
寺
内
字
神
屋
敷
）
 

（
寺
内
字
蛭
根
）
 

（
寺
内
字
蛭
根
）
 

（
寺
内
蛭
根
三
丁
目
）
 

（
寺
内
油
田
三
丁
目
）
 

（
寺
内
堂
ノ
沢
二
丁
目
）
 

（
寺
内
堂
ノ
沢
一
丁
目
）
 

（
寺
内
字
堂
ノ
沢
）
 

（
八
橋
イ
サ
ノ
二
丁
目
）
 

（
八
橋
字
イ
サ
ノ
）
 

（
寺
内
字
イ
サ
ノ
）
 

（
寺
内
字
三
千
刈
）
 

（
外
旭
川
字
野
村
）
 

（
寺
内
字
大
畑
）
 

（
寺
内
字
鵜
ノ
木
）
 

（
寺
内
字
高
野
）
 

（
寺
内
字
児
桜
）
 

（
将
軍
野
南
一
丁
目
）
 

（
将
軍
野
南
二
丁
目
）
 （
将
軍
野
南
四
丁
目
）
 

（
土
崎
港
南
二
丁
目
）
 

（
土
崎
港
南
三
丁
目
）
 

1
:1
0,0
0
0

0
1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0
m

凡
　
　
　
　
例
 

（
　
　
　
　
　
  ）
 

実
施
区
域
界
 

実
施
済
町
界
 

及
び
現
字
界
 

実
施
済
町
名
 

及
び
現
字
名
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３

別図（二）

【
寺
内
後
城
】
 

【
寺
内
焼
山
】
 

【
寺
内
大
畑
】
 

【
寺
内
鵜
ノ
木
】
 

【
寺
内
児
桜
二
丁
目
】
 

【
寺
内
児
桜
三
丁
目
】
 

【
寺
内
高
野
】
 

【
将
軍
野
南
二
丁
目
】
 

【
寺
内
堂
ノ
沢
三
丁
目
】
 

【
寺
内
児
桜
一
丁
目
】
 

【
寺
内
大
小
路
】
 

【
寺
内
神
屋
敷
】
 

1
:1
0,0
0
0

0
1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0
m

凡
　
　
　
　
例
 

【
　
　
　
　
  】
 

実
施
区
域
界
 

新
　
町
　
界
 

新
　
町
　
名
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秋
田
県
告
示
第
七
百
十
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
秋

田
市
の
区
域
内
の
別
図
（一）
に
示
す
町
及
び
字
の
区
域
並
び
に
そ
の
名
称
を
別
図
（二）
に
示
す
と
お
り
変

更
す
る
旨
同
市
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
変
更
の
処
分
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

４
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５

別図（一）

凡　　　　例 

（　　　　　  ） 

実施区域界 

実施済町界 
及び旧字界 

実施済町名 
及び旧字名 

（下北手桜字桜） 

（桜台一丁目） 

●桜小学校 
（桜三丁目） 

（桜四丁目） 

（下北手桜字小堤沢） 

（下北手桜字真実ケ沢） 

（下北手桜字真実ケ沢） 

（桜二丁目） 
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６

別図（二）

凡　　　　例 

【　　　　  】 

新　町　界 

新　町　名 

●桜小学校 

【桜四丁目】 
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秋
田
県
告
示
第
七
百
十
八
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

指
定
医
療
機
関
か
ら
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
結
核
予
防
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第

百
四
十
二
号
）
第
二
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す

る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
告
示
第
七
百
十
九
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
指
定
し
た
の
で
、
結
核
予
防
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令

第
百
四
十
二
号
）
第
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
号

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）

第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
四
年
七
月
及
び
十
一
月
に
収
去
し
た
飼
料
の
試
験
結
果

の
概
要
を
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

７

名
　
　
　
称

医
療
法
人
せ
い
と

く
会
菅
医
院

所
　
　
　
在
　
　
　
地

雄
勝
郡
雄
勝
町
小
野
字
東
堺
六
十
七

番
地
三

辞

退

年

月

日

平
成
十
五
年
八
月
十
七
日

名
　
　
　
称

医
療
法
人
せ
い
と

く
会
菅
医
院

所
　
　
　
在
　
　
　
地

雄
勝
郡
雄
勝
町
小
野
字
東
堺
七
十
七

番
地
一

指

定

年

月

日

平
成
十
五
年
八
月
十
七
日

栄
養
成
分
に
関
す
る
検
査

飼
料
の
名
称

く
み
あ
い
配
合
飼
料

比
内
地
鶏
仕
上
用

く
み
あ
い
配
合
飼
料

秋
田
牛
肥
育
前
期

く
み
あ
い
配
合
飼
料

ニ
ュ
ー
ア
ク
テ
ィ
ブ

7
2

く
み
あ
い
配
合
飼
料

ハ
イ
パ
ワ
ー
チ
ッ
ク

Ｆ
Ｂ
Ｉ
前
期
Ｃ

製
造
事
業
場

等
の
名
称
及

び
所
在
地

秋
田
市

北
日
本
く
み
あ
い

飼
料
（
株
）
秋
田

工
場

秋
田
市

北
日
本
く
み
あ
い

飼
料
（
株
）
秋
田

工
場

収
去
場
所

秋
田
市

北
日
本
く
み
あ

い
飼
料
（
株
）

秋
田
工
場

秋
田
市

北
日
本
く
み
あ

い
飼
料
（
株
）

秋
田
工
場

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

1
4
年
７
月

1
4
年
７
月

1
4
年
1
1
月

1
4
年
1
1
月

粗
た
ん

白
質

（
％
）

（
以
上
）

（
1
5
.0
）

1
5
.9

（
1
5
.5
）

1
6
.9

（
1
4
.5
）

1
5
.9

（
2
1
.0
）

2
1
.9

粗
脂
肪

（
％
）

（
以
上
）

（
2
.0
）

4
.4

（
2
.0
）

3
.2

（
2
.0
）

3
.2

（
3
.5
）

5
.7

粗
繊
維

（
％
）

（
以
下
）

（
5
.0
）

3
.7

（
1
0
.0
）

5
.4

（
1
0
.0
）

4
.0

（
5
.0
）

3
.0

粗
灰
分

（
％
）

（
以
下
）

（
1
0
.0
）

5
.4

（
1
0
.0
）

5
.4

（
1
0
.0
）

5
.6

（
8
.0
）

5
.2

カ
ル
シ

ウ
ム

（
％
）

（
以
上
）

（
0
.8
0
）

0
.9
5

（
0
.4
5
）

0
.6
7

（
0
.8
0
）

1
.2
8

（
0
.8
0
）

1
.3
4

リ
　
ン

（
％
）

（
以
上
）

（
0
.6
0
）

0
.6
9

（
0
.4
5
）

0
.6
2

（
0
.5
5
）

0
.6
7

（
0
.5
0
）

0
.6
5

揮
発
性

塩
基
性

窒
　
素

（
％
）

――――

水
溶
性

窒
　
素

（
％
）

――――

ペ
　
プ

シ
　
ン

消
化
率

（
％
）

――――

T
D
N

（
％
）

――――

M
E

（
kcal/kg）

――――

そ
の
他

の
検
査

――――

違
反
の

内
　
容

無無無無

試
　
　
　
験
　
　
　
結
　
　
　
果
　
　
　
の
　
　
　
概
　
　
　
要
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秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
一
号

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）

第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
四
年
六
月
、
七
月
、
十
一
月
及
び
十
二
月
に
収
去
し
た

飼
料
の
試
験
結
果
の
概
要
を
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

８

１
　
安
全
性
に
関
す
る
検
査

製
造
事
業
場
等
の

名
称
及
び
所
在
地

宮
城
県
塩
釜
市

日
本
配
合
飼
料

（
株
）
塩
釜
工
場

宮
城
県
石
巻
市

北
日
本
く
み
あ
い

飼
料
（
株
）
石
巻

工
場

秋
田
市

北
日
本
く
み
あ
い

飼
料
（
株
）
秋
田

工
場

秋
田
市

北
日
本
く
み
あ
い

飼
料
（
株
）
秋
田

工
場

宮
城
県
石
巻
市

北
日
本
く
み
あ
い

飼
料
（
株
）
石
巻

工
場

収
去
場
所

鹿
角
市

大
里
恒
三
商
店

琴
丘
町

Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま

も
と
琴
丘
営
農

セ
ン
タ
ー

鷹
巣
町

Ｊ
Ａ
全
農
あ
き

た
県
北
配
送
セ

ン
タ
ー

雄
勝
町

Ｊ
Ａ
こ
ま
ち
三

梨
支
所

飼
料
又
は

飼
料
添
加
物

の
区

分

若
令
牛
育
成
用
配
合

飼
料

肉
用
牛
肥
育
用
配
合

飼
料

肉
牛
繁
殖
・
若
令
牛

育
成
用
配
合
飼
料

成
鶏
飼
育
用
配
合
飼

料肉
用
牛
肥
育
用
配
合

飼
料

肉
豚
肥
育
用
配
合
飼

料肉
用
牛
肥
育
用
配
合

飼
料

飼
料
又
は

飼
料
添
加
物

の
名

称

日
配
若
令
牛
育
成
用

配
合
飼
料
ハ
イ
フ
レ

ー
ク
子
牛
あ
お
ば

日
配
肉
用
牛
肥
育
用

配
合
飼
料
ハ
イ
フ
レ

ー
ク
Ｓ
ぼ
た
ん

く
み
あ
い
配
合
飼
料

母
子
兼
用
秋
田
牛
新

き
ず
な

く
み
あ
い
配
合
飼
料

成
鶏
1
8

く
み
あ
い
配
合
飼
料

秋
田
牛
肥
育
後
期

く
み
あ
い
配
合
飼
料

ジ
ェ
イ
エ
イ
　
ア
ク

テ
ィ
ブ
Ｃ

く
み
あ
い
配
合
飼
料

肉
牛
肥
育
用
Ｔ

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

1
4
年
６
月

1
4
年
６
月

1
4
年
５
月

1
4
年
６
月

1
4
年
６
月

1
4
年
６
月

1
4
年
1
1
月

試
　
　
　
験
　
　
　
項
　
　
　
目

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

違
反
の
有
無
及
び

違
反
の
内
容

無無無無無無無

く
み
あ
い
配
合
飼
料

ニ
ュ
ー
ア
ク
テ
ィ
ブ

7
2

く
み
あ
い
配
合
飼
料

ハ
イ
パ
ワ
ー
チ
ッ
ク

Ｆ
Ｂ
Ｉ
前
期
Ｃ

秋
田
市
北
日
本
く

み
あ
い
飼
料
株
式

会
社
秋
田
工
場

秋
田
市
北
日
本

く
み
あ
い
飼
料

株
式
会
社
秋
田

工
場

1
4
年
1
1
月

1
4
年
1
1
月

（
1
4
.5
）

1
5
.9

（
2
1
.0
）

2
1
.9

（
2
.0
）

3
.2

（
3
.5
）

5
.7

（
1
0
.0
）

4
.0

（
5
.0
）

3
.0

（
1
0
.0
）

5
.6

（
8
.0
）

5
.2

（
0
.8
0
）

1
.2
8

（
0
.8
0
）

1
.3
4

（
0
.5
5
）

0
.6
7

（
0
.5
0
）

0
.6
5

――

――

――

――

――

――

―

無
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９

青
森
県
八
戸
市

中
部
飼
料
（
株
）

八
戸
工
場

宮
城
県
石
巻
市

清
水
港
飼
料
（
株
）

石
巻
工
場

茨
城
県
鹿
島
郡

（
株
）
ジ
ャ
パ
ン

フ
ィ
ー
ド
　
鹿
島

工
場

宮
城
県
塩
釜
市

日
本
配
合
飼
料

（
株
）
塩
釜
工
場

青
森
県
八
戸
市

中
部
飼
料
（
株
）

八
戸
工
場

東
成
瀬
村

Ｊ
Ａ
こ
ま
ち
岩

井
川
支
所

大
曲
市

藤
久
商
店

本
荘
市

（
有
）
羽
後
飼

料
販
売

秋
田
市

昭
産
商
事
秋
田

支
店

平
鹿
町

（
株
）
北
日
本

物
産

肉
牛
繁
殖
・
若
令
牛

育
成
用
配
合
飼
料

成
鶏
飼
育
用
配
合
飼

料乳
用
牛
飼
育
用
配
合

飼
料

成
鶏
飼
育
用
配
合
飼

料肉
用
牛
肥
育
用
配
合

飼
料

肉
用
牛
肥
育
用
配
合

飼
料

若
令
牛
育
成
用
配
合

飼
料

若
令
牛
育
成
用
配
合

飼
料

肉
用
牛
肥
育
用
配
合

飼
料

く
み
あ
い
配
合
飼
料

母
子
兼
用
秋
田
牛
新

き
ず
な

マ
ル
中
印
成
鶏
飼
育

用
配
合
飼
料
レ
イ
ヤ

ー
Ｃ
1
7

マ
ル
中
印
乳
用
牛
飼

育
用
配
合
飼
料
α
ド

ラ
イ
バ
ラ
ン
ス
5
0

ニ
ュ
ー
マ
ッ
シ
ュ

1
7

和
牛
肥
育
用
飼
料
ば

く
麦

あ
け
ぼ
の
配
合
飼
料

肉
牛
後
期
用
　
マ
ル

チ
ビ
ー
フ
1
3
0

日
配
　
若
令
牛
育
成

用
配
合
飼
料
　
そ
よ

風
の
薫
り

マ
ル
中
印
若
令
牛
育

成
用
配
合
飼
料
　
α

ビ
ー
フ
前
期

マ
ル
中
印
肉
用
牛
肥

育
用
配
合
飼
料
　
α

和
牛
ら
ん
ど

1
4
年
1
1
月

1
4
年
1
0
月

1
4
年
1
1
月

1
4
年
1
1
月

1
4
年
1
0
月

1
4
年
1
0
月

1
4
年
1
0
月

1
4
年
1
1
月

1
4
年
1
1
月

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

有
害
重
金
属
－
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

無無無無無無無無無

注
）
飼
料
の
名
称
の
欄
中
「
Ｓ
」
は
、
法
第
2
7
条
第
１
項
又
は
第
2
9
条
第
２
項
若
し
く
は
第
3
0
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
適
合
表
示
飼
料
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

２
　
栄
養
成
分
に
関
す
る
検
査

飼
料
の
名
称

日
配
若
令
牛
育
成
用

配
合
飼
料
ハ
イ
フ
レ

製
造
事
業
場

等
の
名
称
及

び
所
在
地

宮
城
県
塩
釜
市

日
本
配
合
飼
料

収
去
場
所

鹿
角
市

大
里
恒
三
商
店

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

1
4
年
６
月

粗
た
ん

白
質

（
％
）

（
以
上
）

（
1
4
.0
）

粗
脂
肪

（
％
）

（
以
上
）

（
1
.5
）

粗
繊
維

（
％
）

（
以
下
）

（
1
1
.0
）

粗
灰
分

（
％
）

（
以
下
）

（
1
0
.0
）

カ
ル
シ

ウ
ム

（
％
）

（
以
上
）

（
0
.4
0
）

リ
　
ン

（
％
）

（
以
上
）

（
0
.3
0
）

揮
発
性

塩
基
性

窒
　
素

（
％
）

―

水
溶
性

窒
　
素

（
％
）

―

ペ
　
プ

シ
　
ン

消
化
率

（
％
）

―

T
D
N

（
％
）

―

M
E

（
kcal/kg）

―

そ
の
他

の
検
査

―

違
反
の

内
　
容

無

試
　
　
　
験
　
　
　
結
　
　
　
果
　
　
　
の
　
　
　
概
　
　
　
要
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１０

栄
分

飼
料
の
名
称

日
配
若
令
牛
育
成
用

配
合
飼
料
ハ
イ
フ
レ

ー
ク
子
牛
あ
お
ば

日
配
肉
用
牛
肥
育
用

配
合
飼
料
ハ
イ
フ
レ

ー
ク
Ｓ
ぼ
た
ん

く
み
あ
い
配
合
飼
料

母
子
兼
用
秋
田
牛
新

き
ず
な

く
み
あ
い
配
合
飼
料

成
鶏
1
8

く
み
あ
い
配
合
飼
料

秋
田
牛
肥
育
後
期

く
み
あ
い
配
合
飼
料

ジ
ェ
イ
エ
イ
　
ア
ク

テ
ィ
ブ
Ｃ

く
み
あ
い
配
合
飼
料

肉
牛
肥
育
用
Ｔ

く
み
あ
い
配
合
飼
料

母
子
兼
用
秋
田
牛
新

き
ず
な

マ
ル
中
印
成
鶏
飼
育

用
配
合
飼
料
レ
イ
ヤ

ー
Ｃ
1
7

マ
ル
中
印
乳
用
牛
飼

育
用
配
合
飼
料
α
ド

ラ
イ
バ
ラ
ン
ス
5
0

製
造
事
業
場

等
の
名
称
及

び
所
在
地

宮
城
県
塩
釜
市

日
本
配
合
飼
料

（
株
）
塩
釜
工
場

宮
城
県
石
巻
市

北
日
本
く
み
あ
い

飼
料
（
株
）
石
巻

工
場

秋
田
市

北
日
本
く
み
あ
い

飼
料
（
株
）
秋
田

工
場

秋
田
市

北
日
本
く
み
あ
い

飼
料
（
株
）
秋
田

工
場

宮
城
県
石
巻
市

北
日
本
く
み
あ
い

飼
料
（
株
）
石
巻

工
場

青
森
県
八
戸
市

中
部
飼
料
（
株
）

八
戸
工
場

収
去
場
所

鹿
角
市

大
里
恒
三
商
店

琴
丘
町

Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま

も
と
琴
丘
営
農

セ
ン
タ
ー

鷹
巣
町

Ｊ
Ａ
全
農
あ
き

た
県
北
配
送
セ

ン
タ
ー

稲
川
町

Ｊ
Ａ
こ
ま
ち
三

梨
支
所

東
成
瀬
村

Ｊ
Ａ
こ
ま
ち
岩

井
川
支
所

大
曲
市

藤
久
商
店

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

1
4
年
６
月

1
4
年
６
月

1
4
年
５
月

1
4
年
６
月

1
4
年
６
月

1
4
年
６
月

1
4
年
1
1
月

1
4
年
1
1
月

1
4
年
1
0
月

1
4
年
1
1
月

粗
た
ん

白
質

（
％
）

（
以
上
）

（
1
4
.0
）

1
4
.2

（
1
2
.0
）

1
2
.1

（
1
6
.0
）

1
7
.0

（
1
8
.0
）

1
8
.8

（
1
2
.5
）

1
3
.4

（
1
4
.0
）

1
4
.7

（
1
2
.0
）

1
2
.8

（
1
6
.0
）

1
6
.3

（
1
7
.0
）

1
7
.6

（
1
6
.0
）

1
7
.6

粗
脂
肪

（
％
）

（
以
上
）

（
1
.5
）

2
.6

（
2
.0
）

3
.0

（
1
.5
）

2
.8

（
3
.0
）

6
.7

（
2
.0
）

3
.2

（
2
.5
）

3
.7

（
2
.0
）

3
.2

（
1
.5
）

2
.9

（
3
.5
）

5
.9

（
2
.0
）

2
.5

粗
繊
維

（
％
）

（
以
下
）

（
1
1
.0
）

7
.0

（
8
.0
）

3
.0

（
1
5
.0
）

7
.2

（
5
.0
）

2
.7

（
1
0
.0
）

5
.1

（
5
.0
）

3
.0

（
1
0
.0
）

4
.1

（
1
5
.0
）

6
.9

（
6
.0
）

2
.4

（
5
.0
）

2
.7

粗
灰
分

（
％
）

（
以
下
）

（
1
0
.0
）

6
.2

（
7
.0
）

3
.7

（
1
0
.0
）

6
.9

（
1
4
.0
）

1
3
.8

（
1
0
.0
）

4
.6

（
8
.0
）

4
.1

（
1
0
.0
）

5
.8

（
1
0
.0
）

6
.1

（
1
4
.0
）

1
2
.1

（
5
.0
）

4
.0

カ
ル
シ

ウ
ム

（
％
）

（
以
上
）

（
0
.4
0
）

0
.8
8

（
0
.3
5
）

0
.6
0

（
0
.8
）

1
.0
3

（
2
.8
0
）

3
.8
6

（
0
.4
0
）

0
.6
0

（
0
.5
0
）

0
.7
2

（
0
.6
）

0
.8
5

（
0
.8
）

1
.3
0

（
3
.5
0
）

5
.0
0

（
0
.2
0
）

0
.4
7

り
　
ん

（
％
）

（
以
上
）

（
0
.3
0
）

0
.5
5

（
0
.3
0
）

0
.4
7

（
0
.4
0
）

0
.5
7

（
0
.5
5
）

0
.5
6

（
0
.4
0
）

0
.5
5

（
0
.4
0
）

0
.4
6

（
0
.3
5
）

0
.6
0

（
0
.4
0
）

0
.5
9

（
0
.4
5
）

0
.5
9

（
0
.3
0
）

0
.4
2

揮
発
性

塩
基
性

窒
　
素

（
％
）

――――――――――

水
溶
性

窒
　
素

（
％
）

――――――――――

ペ
　
プ

シ
　
ン

消
化
率

（
％
）

――――――――――

T
D
N

（
％
）

――――――――――

M
E

（
kcal/kg）

――――――――――

そ
の
他

の
検
査

――――――――――

違
反
の

内
　
容

無無無無無無無無無無

試
　
　
　
験
　
　
　
結
　
　
　
果
　
　
　
の
　
　
　
概
　
　
　
要
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秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
二
号

次
の
加
入
区
の
漁
業
区
分
に
係
る
漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第

百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
第
二
号
漁
業
者
の
同
意
に
つ
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適

合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

金
浦
加
入
区
　
さ
け
・
ま
す
小
型
定
置
網
漁
業

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
三
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
保
安
林
を
解
除
予
定
保
安
林
に
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
森
林

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

由
利
郡
由
利
町
町
村
字
西
由
利
原
五
の
五
三
、
六
の
七
〇

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
水
源
の
か
ん
養

三
　
解
除
の
理
由
　
水
道
事
業
用
地
と
す
る
た
め

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
由
利
地
域
振
興
局
農

林
部
並
び
に
由
利
郡
由
利
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
四
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
大

規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
て
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ

１１

※
上
段
（
）
内
数
字
は
業
者
表
示
値

ニ
ュ
ー
マ
ッ
シ
ュ

1
7

和
牛
肥
育
用
飼
料
ば

く
麦

あ
け
ぼ
の
配
合
飼
料

マ
ル
チ
ビ
ー
フ
1
3
0

日
配
　
若
令
牛
育
成

用
配
合
飼
料
　
そ
よ

風
の
薫
り

マ
ル
チ
中
印
若
令
牛

育
成
用
配
合
飼
料

α
ビ
ー
フ
前
期

マ
ル
チ
中
印
肉
用
牛

肥
育
用
配
合
飼
料

α
和
牛
ら
ん
ど

宮
城
県
石
巻
市

清
水
港
飼
（
株
）

石
巻
工
場

茨
城
県
鹿
島
郡

（
株
）
ジ
ャ
パ
ン

フ
ィ
ー
ド
鹿
島
工

場宮
城
県
塩
釜
市

日
本
配
合
飼
料
　

（
株
）
塩
釜
工
場

青
森
県
八
戸
市

中
部
飼
料
（
株
）

八
戸
工
場

本
荘
市

（
有
）
羽
後
飼

料
販
売

秋
田
市

昭
産
商
事
秋
田

支
店

平
鹿
町

（
株
）
北
日
本

物
産

1
4
年
1
1
月

1
4
年
1
0
月

1
4
年
1
0
月

1
4
年
1
0
月

1
4
年
1
1
月

1
4
年
1
1
月

（
1
7
.0
）

1
8
.3

（
1
2
.5
）

1
3
.1

（
1
3
.0
）

1
3
.3

（
1
6
.0
）

1
6
.2

（
1
5
.0
）

1
5
.7

（
1
4
.5
）

1
6
.1

（
3
.0
）

6
.6

（
2
.0
）

3
.0

（
2
.0
）

3
.3

（
1
.5
）

3
.1

（
2
.0
）

3
.4

（
2
.0
）

3
.0

（
6
.0
）

2
.8

（
9
.0
）

4
.3

（
1
0
.0
）

3
.9

（
1
0
.0
）

4
.5

（
1
2
.0
）

5
.1

（
1
0
.0
）

4
.6

（
1
4
.5
）

1
3
.5

（
9
.0
）

3
.0

（
1
0
.0
）

4
.4

（
1
0
.0
）

5
.0

（
1
0
.0
）

4
.5

（
1
0
.0
）

5
.1

（
2
.8
0
）

4
.1
0

（
0
.1
）

0
.2
1

（
0
.3
5
）

0
.7
5

（
0
.4
0
）

0
.6
0

（
0
.6
0
）

0
.6
9

（
0
.4
0
）

0
.7
4

（
0
.4
5
）

0
.5
7

（
0
.1
）

0
.4
7

（
0
.3
0
）

0
.5
4

（
0
.3
0
）

0
.7
3

（
0
.4
0
）

0
.4
6

（
0
.3
0
）

0
.5
8

――――――

――――――

――――――

――――――

――――――

――――――

無無無無無無
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い
て
の
意
見
を
述
べ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
関
係
書
類

を
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

マ
ル
ダ
イ
新
牛
島
店

秋
田
市
牛
島
東
五
丁
目
三
番
二
十
六
号

二
　
県
の
意
見

意
見
な
し

三
　
意
見
を
述
べ
た
日

平
成
十
五
年
九
月
二
日

四
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

（一）

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

秋
田
市
役
所
　
商
業
観
光
課

（二）

縦
覧
期
間

平
成
十
五
年
九
月
九
日
か
ら
同
年
十
月
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
五
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
大

規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
て
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ

い
て
の
意
見
を
述
べ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
関
係
書
類

を
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

サ
ン
フ
ェ
ス
タ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

秋
田
市
外
旭
川
字
小
谷
地
二
十
五
番
地
外

二
　
県
の
意
見

意
見
な
し

三
　
意
見
を
述
べ
た
日

平
成
十
五
年
九
月
二
日

四
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

（一）

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

秋
田
市
役
所
　
商
業
観
光
課

（二）

縦
覧
期
間

平
成
十
五
年
九
月
九
日
か
ら
同
年
十
月
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
六
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
大

規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
て
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ

い
て
の
意
見
を
述
べ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
関
係
書
類

を
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

秋
田
中
央
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

秋
田
市
中
通
二
丁
目
六
番
一
号

二
　
県
の
意
見

意
見
な
し

三
　
意
見
を
述
べ
た
日

平
成
十
五
年
九
月
二
日

四
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

（一）

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

秋
田
市
役
所
　
商
業
観
光
課

（二）

縦
覧
期
間

平
成
十
五
年
九
月
九
日
か
ら
同
年
十
月
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画

を
変
更
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
環
境
影
響
評
価

法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
都
市
計
画
の

案
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
平
成
十
五
年
十
月
二
十
三
日
（
木
）
ま
で
に
知
事
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
都
市
計
画
の
種
類

１２
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道
路

二
　
都
市
計
画
の
案
の
名
称

象
潟
都
市
計
画
道
路
の
変
更
（
一
・
三
・
一
号
象
潟
高
速
線
の
追
加
）

三
　
都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

追
加
す
る
部
分
　
由
利
郡
象
潟
町
小
滝
字
横
山
本
田
、
字
梨
ノ
木
台
、
字
中
横
山
及
び
字
重
石
、

長
岡
字
後
山
及
び
字
乙
後
山
、
字
中
横
山
、
字
上
ノ
山
、
字
上
横
山
、
字
下
横
山
、
字
堰
免
、
字

板
取
、
字
入
宇
田
、
字
下
大
塚
作
、
字
狸
森
、
字
下
長
人
森
及
び
字
上
東
山
、
大
飯
郷
字
桐
平

四
　
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
場
所

（一）

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

（二）

本
荘
市
出
戸
町
字
水
林
三
百
六
十
六
番
地
　
由
利
地
域
振
興
局
建
設
部

（三）

秋
田
市
山
王
一
丁
目
十
番
二
十
九
号
　
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
秋
田
河
川
国
道
事
務

所
　

（四）

由
利
郡
象
潟
町
字
浜
ノ
田
一
番
地
　
象
潟
町
建
設
課

五
　
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
期
間
　
平
成
十
五
年
九
月
九
日
（
火
）
か
ら
同
年
十
月
九
日
（
木
）
ま

で
（
た
だ
し
、
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を
除
く
。
）

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画

を
変
更
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
都
市
計
画
の
種
類

道
路

二
　
都
市
計
画
の
案
の
名
称

象
潟
都
市
計
画
の
変
更
（
三
・
四
・
十
号
潟
見
町
線
、
三
・
五
・
二
号
南
大
通
線
及
び
三
・
五
・

三
号
荒
屋
線
の
変
更
、
三
・
五
・
十
一
号
象
潟
南
環
状
線
の
追
加
）

三
　
都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

追
加
す
る
部
分
　
由
利
郡
象
潟
町
関
字
建
石
、
字
三
平
田
、
字
高
田
、
字
下
り
の
下
、
字
栗
山

及
び
字
鳥
屋
森
、
小
滝
字
下
横
山
、
字
四
角
池
、
字
向
本
田
及
び
字
横
山
本
田
、
象
潟
町
字
木
戸

口
、
字
坂
の
下
、
字
横
山
、
字
篠
坂
、
字
四
隅
池
、
字
女
郎
清
水
、
字
小
才
ノ
神
、
字
堰
免
、
字

中
横
山
及
び
字
上
山

四
　
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
場
所

（一）

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

（二）

本
荘
市
出
戸
町
字
水
林
三
百
六
十
六
番
地
　
由
利
地
域
振
興
局
建
設
部

（三）

由
利
郡
象
潟
町
字
浜
ノ
田
一
番
地
　
象
潟
町
建
設
課

五
　
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
期
間
　
平
成
十
五
年
九
月
九
日
（
火
）
か
ら
同
月
二
十
四
日
（
水
）
ま

で
（
た
だ
し
、
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を
除
く
。
）

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画

を
変
更
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
環
境
影
響
評
価

法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
都
市
計
画
の

案
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
平
成
十
五
年
十
月
二
十
三
日
（
木
）
ま
で
に
知
事
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
都
市
計
画
の
種
類

道
路

二
　
都
市
計
画
の
案
の
名
称

仁
賀
保
都
市
計
画
道
路
の
変
更
（
一
・
三
・
二
号
仁
賀
保
南
高
速
線
の
追
加
）

三
　
都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

追
加
す
る
部
分
　
由
利
郡
金
浦
町
大
竹
西
田
、
大
竹
字
西
山
、
字
大
鈴
、
字
大
沢
、
字
沼
田
、

字
巌
岨
、
字
八
合
田
、
字
境
田
及
び
字
山
ノ
田
、
前
川
字
堺
田
及
び
字
中
山
、
金
浦
字
藤
掛
、
字

蟹
沢
、
字
大
在
神
、
字
台
城
、
字
丑
潟
、
字
唐
蚊
の
盛
、
字
吉
森
、
字
立
潟
、
字
山
ノ
田
、
字
東

鳥
長
根
、
字
申
田
及
び
字
菅
庭
、
黒
川
字
潟
頭
、
字
金
田
、
字
八
幡
、
字
八
幡
新
田
、
字
白
金
田
、

字
弐
反
田
、
字
塩
辛
田
、
字
普
断
寺
新
田
、
字
千
刈
、
字
川
原
田
及
び
字
六
日
市
、
仁
賀
保
町
三

森
字
六
日
市
及
び
字
高
寺
、
院
内
字
カ
タ
頭
、
字
木
堀
谷
地
、
字
深
堰
、
字
堂
ノ
後
、
字
カ
ナ
ヤ
、

字
石
戸
立
、
字
新
脇
田
及
び
字
ヒ
コ
シ
田
、
平
沢
字
白
幡
森
、
字
上
谷
地
、
字
中
谷
地
、
字
清
水

尻
、
字
石
橋
、
字
桶
ノ
口
、
字
団
子
坂
、
字
鴻
ノ
巣
、
字
上
町
田
、
字
出
ヶ
沢
、
字
前
田
、
字
横

枕
及
び
立
沢
、
両
前
寺
家
ノ
浦
及
び
字
阿
部
館

四
　
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
場
所

（一）

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

（二）

本
荘
市
出
戸
町
字
水
林
三
百
六
十
六
番
地
　
由
利
地
域
振
興
局
建
設
部

（三）

秋
田
市
山
王
一
丁
目
十
番
二
十
九
号
　
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
秋
田
河
川
国
道
事
務

所
（四）

由
利
郡
仁
賀
保
町
平
沢
字
鳥
ノ
渕
二
十
一
番
地
　
仁
賀
保
町
建
設
課

１３
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（五）

由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
花
潟
九
十
三
番
地
一
　
金
浦
町
産
業
建
設
課

五
　
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
期
間
　
平
成
十
五
年
九
月
九
日
（
火
）
か
ら
同
年
十
月
九
日
（
木
）
ま

で
（
た
だ
し
、
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を
除
く
。
）

秋
田
県
告
示
第
七
百
三
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
秋
田
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
一
号
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
公
聴
会
の
日
時

平
成
十
五
年
十
月
二
日
（
木
）
午
後
五
時

二
　
公
聴
会
の
場
所

秋
田
市
山
王
一
丁
目
一
番
一
号
　
秋
田
市
役
所

三
　
定
め
よ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
構
想

（一）

秋
田
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
素
案

（二）

秋
田
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
秋
田
港
飯
島
古
道
地
区
の
区
域
区
分
の
変
更
の
決
定
素
案

当
該
案
件
に
係
る
関
係
書
類
は
、
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
、
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部
、

秋
田
市
都
市
計
画
課
、
昭
和
町
都
市
建
設
課
、
飯
田
川
町
企
画
調
整
課
及
び
天
王
町
建
設
課
に

備
え
置
い
て
、
平
成
十
五
年
九
月
九
日
（
火
）
か
ら
同
年
十
月
二
日
（
木
）
ま
で
の
間
縦
覧
に

供
す
る
。

四
　
公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
等

（一）

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日
（
水
）

午
後
五
時
ま
で
に
、
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
及
び
職
業
を
記

載
し
た
公
述
申
出
書
を
五
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
す
る
こ
と
。

（二）

（一）
に
お
い
て
、
同
種
の
意
見
が
多
数
あ
る
場
合
は
、
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
者
（
以
下
「
公
述
人
」
と
い
う
。
）
の
数
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（三）

公
聴
会
の
運
営
上
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
公
述
時
間
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（四）

公
述
人
の
数
を
制
限
し
、
又
は
公
述
時
間
を
制
限
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
公
述
申
出
書
を

提
出
し
た
者
に
通
知
す
る
。

（五）

公
述
人
は
、
代
理
人
に
よ
り
意
見
を
陳
述
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

五
　
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
　
電
話
〇
一
八
（
八
六
〇
）
二
四

四
五

秋
田
県
告
示
第
七
百
三
十
一
号

環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
環
境
影
響
評
価
準
備
書
（
以
下
「
準
備
書
」

と
い
う
。
）
を
作
成
し
た
の
で
、
同
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

同
法
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
準
備
書
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
準
備
書
に
つ
い
て
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
有
す
る
者
は
、
知
事
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
法
第
十
七
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
準
備
書
の
説
明
会
を
開
催
す
る
の
で
、
併
せ
て
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
都
市
計
画
決
定
権
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

（一）

名
称
　
秋
田
県

（二）

代
表
者
の
氏
名
　
秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

（三）

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

二
　
都
市
計
画
対
象
事
業
の
名
称
、
種
類
及
び
規
模

（一）

名
称
　
都
市
計
画
道
路
象
潟
高
速
線
及
び
仁
賀
保
南
高
速
線

（二）

種
類
　
一
般
国
道
七
号
（
高
規
格
幹
線
道
路
）
の
改
築

（三）

規
模
　
延
長
約
十
三
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

三
　
都
市
計
画
対
象
事
業
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
区
域

（一）

起
点
　
由
利
郡
象
潟
町
小
滝

（二）

終
点
　
由
利
郡
仁
賀
保
町
両
前
寺

（三）

通
過
地
　
由
利
郡
金
浦
町

四
　
関
係
地
域
の
範
囲

象
潟
町
、
金
浦
町
及
び
仁
賀
保
町

五
　
準
備
書
の
縦
覧
の
場
所
、
期
間
及
び
時
間

（一）

縦
覧
場
所

（１）

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

（２）

本
荘
市
出
戸
町
字
水
林
三
百
六
十
六
番
地
　
由
利
地
域
振
興
局
建
設
部

（３）

秋
田
市
山
王
一
丁
目
十
番
二
十
九
号
　
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
秋
田
河
川
国
道
事

務
所

（４）

由
利
郡
象
潟
町
字
浜
ノ
田
一
番
地
　
象
潟
町
建
設
課

（５）

由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
花
潟
九
十
三
番
地
一
　
金
浦
町
産
業
建
設
課

（６）

由
利
郡
仁
賀
保
町
平
沢
字
鳥
ノ
渕
二
十
一
番
地
　
仁
賀
保
町
建
設
課

（二）

縦
覧
期
間
　
平
成
十
五
年
九
月
九
日
（
火
）
か
ら
同
年
十
月
九
日
（
木
）
ま
で
（
た
だ
し
、

１４
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日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を
除
く
。
）

（三）

縦
覧
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

六
　
意
見
書
の
提
出
期
限
及
び
提
出
先
そ
の
他
意
見
書
の
提
出
に
必
要
な
事
項

（一）

提
出
期
限
　
平
成
十
五
年
十
月
二
十
三
日
（
木
）

（二）

提
出
先
　
五
の
縦
覧
場
所
に
同
じ

（三）

意
見
書
の
提
出
に
必
要
な
事
項
　
意
見
書
の
様
式
は
任
意
の
も
の
と
し
、
意
見
書
に
は
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

（１）

氏
名
及
び
住
所
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

（２）

準
備
書
の
名
称

（３）

準
備
書
に
つ
い
て
の
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
日
本
語
に
よ
り
、
意
見
の
理
由

を
含
め
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

七
　
説
明
会
の
開
催
を
予
定
す
る
日
時
及
び
場
所

（一）

平
成
十
五
年
九
月
十
七
日
（
水
）
午
後
六
時
　
由
利
郡
象
潟
町
字
浜
ノ
田
一
番
地
　
象
潟
町

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

（二）

平
成
十
五
年
九
月
十
八
日
（
木
）
午
後
六
時
三
十
分
　
由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
上
杉
四
番
地

の
一
　
金
浦
町
労
働
者
研
修
セ
ン
タ
ー

（三）

平
成
十
五
年
九
月
十
九
日
（
金
）
午
後
六
時
三
十
分
　
由
利
郡
仁
賀
保
町
平
沢
字
八
森
三
十

一
番
地
一
　
仁
賀
保
町
総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

秋
田
県
告
示
第
七
百
三
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
能
代
市
長
か
ら
都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、

都
市
計
画
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
建
設
省
令
第
四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
縦
覧
に
供
す
べ
き
図
書

能
代
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
の
総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書

二
　
縦
覧
場
所

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

秋
田
県
告
示
第
七
百
三
十
三
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
建
設
交
通
部
砂
防
課
及
び
関
係
地
域
振

興
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又

は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

公
　
　
　
　
　
　
告

１５

地
　
　
　
　
　
　
　
　
番

五
番
一
の
一
部
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。
）
、
五
番
二
の
一
部
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。
）
、
五
番
三
の
一
部
（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
六
番
一
の
一

部
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
六

番
二
の
一
部
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。
）
及
び
六
番
三
の
一
部
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。
）

一
二
二
番
一
の
一
部
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。
）
、
一
四
二
番
一
の
一
部
（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
四
三
番

の
一
部
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、

一
四
四
番
の
一
部
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。
）
、
一
四
五
番
の
一
部
（
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
四
六
番
の
一
部

（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
四

七
番
の
一
部
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。
）
及
び
水
路
敷
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。
）

区
域
名

上
松
川

郡
市
　
町
村
　
大
字
　
字

平
鹿
郡
山
内
村
大
松
川
字
不
動

水
上

平
鹿
郡
山
内
村
大
松
川
字
上
台

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域
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平
成
十
五
年
九
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
（一）

落
札
に
係
る
物
品
の
名
称
及
び
数
量

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
（
二
・
二
メ
ー
ト
ル
級
）

一
台

（二）

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

出
納
局
管
財
課
　
秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

（三）

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

（四）

落
札
者
の
名
称
及
び
住
所

打
川
自
動
車
株
式
会
社
　
横
手
市
駅
前
町
七
―
三
十

（五）

落
札
金
額

二
千
八
百
六
十
一
万
二
千
五
百
円

（六）

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

（七）

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
十
五
年
六
月
二
十
四
日

二
（一）

落
札
に
係
る
物
品
の
名
称
及
び
数
量

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
（
二
・
二
メ
ー
ト
ル
級
）

一
台

（二）

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

出
納
局
管
財
課
　
秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

（三）

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

（四）

落
札
者
の
名
称
及
び
住
所

打
川
自
動
車
株
式
会
社
　
横
手
市
駅
前
町
七
―
三
十

（五）

落
札
金
額

二
千
五
百
六
十
万
円

（六）

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

（七）

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
十
五
年
七
月
十
一
日

三
（一）

落
札
に
係
る
物
品
の
名
称
及
び
数
量

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
（
二
・
二
メ
ー
ト
ル
級
）

一
台

（二）

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

出
納
局
管
財
課
　
秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

（三）

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

（四）

落
札
者
の
名
称
及
び
住
所

打
川
自
動
車
株
式
会
社
　
横
手
市
駅
前
町
七
―
三
十

（五）

落
札
金
額

二
千
五
百
十
万
円

（六）

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

（七）

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
十
五
年
七
月
十
一
日

四
（一）

落
札
に
係
る
物
品
の
名
称
及
び
数
量

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
（
二
・
二
メ
ー
ト
ル
級
）

一
台

（二）

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

出
納
局
管
財
課
　
秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

（三）

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

（四）

落
札
者
の
名
称
及
び
住
所

打
川
自
動
車
株
式
会
社
　
横
手
市
駅
前
町
七
―
三
十

（五）

落
札
金
額

二
千
五
百
十
五
万
円

（六）

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

（七）

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
十
五
年
七
月
十
一
日

１６

発

行

者

秋

田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
五
百
円

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）

E
-m
ail:m

atsu
b
ara@

m
atsu
b
arain
satsu
.co
.jp

古紙配合率100％


